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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転伸縮支柱であって、
　外側スリーブ（７）と、
　前記外側スリーブ（７）の内側に位置する伸縮スリーブ（１１）と、
　前記外側スリーブ（７）に取り付けられ、前記伸縮スリーブ（１１）を把持し、かつ、
前記外側スリーブに対して選択された位置に前記伸縮スリーブがある場合に該伸縮スリー
ブを前記外側スリーブに対して係止させるように設計されている、係止可能なクランプ機
構と、
　前記伸縮スリーブ（１１）の内側に位置し、該伸縮スリーブに対して回転可能であるシ
ャフト（１０）と、
を備え、
　前記外側スリーブは複数の内側カムを有し、前記伸縮スリーブは対応する数の外側スロ
ット（１５）を有し、前記外側スリーブ（７）の前記カムは、前記伸縮スリーブ（１１）
の前記スロット（１５）に挟まるように設計されており、それによって、前記伸縮スリー
ブが前記外側スリーブに対して回ることを防止することを特徴とする、回転伸縮支柱。
【請求項２】
　前記係止可能なクランプ機構は、前記外側スリーブ（７）に取り付けられている、複数
の係止ノブ（１９）を有する係止スリーブ（１６）と、前記伸縮スリーブ（１１）に対し
て前記係止タブ（１９）をクランプするように構成されている係止リング（２０）とを備
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える、請求項１に記載の回転伸縮支柱。
【請求項３】
　前記シャフト（１０）のスクリューヘッド（１３）と前記伸縮スリーブ（１１）の一端
との間に配置され、前記シャフトと前記伸縮スリーブとの間の摩擦を決めるように機能す
る、複数のばね座金（１２）を更に備える、請求項１に記載の回転伸縮支柱。
【請求項４】
　前記伸縮スリーブ（１１）の端に装着されるとともに前記シャフト（１０）のためのベ
アリングとして働く、第１のエンドキャップ（２１）及び第２のエンドキャップ（２２）
を更に備える、請求項１に記載の回転伸縮支柱。
【請求項５】
　テーブルトップ（１）と、クランプアタッチメント（６）のような締め付け機構とを備
える、ＰＣテーブルであって、前記テーブルトップと前記締め付け機構との間に配置され
ている請求項１～４のいずれか一項に記載の回転可能な伸縮支柱を有する、ＰＣテーブル
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は回転可能な伸縮支柱に関する。この支柱は一般的な用途を有するが、家具、よ
り具体的にはＰＣテーブルにおける使用に特に適している。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、コンピュータ、より具体的には、ラップトップと呼ばれることが多いラッ
プトップコンピュータを支持することができるテーブルトップを備えるＰＣテーブルを市
場に出している。ＰＣテーブルは、テーブルトップ自体を支持するアームを備える。アー
ムは、調整可能な高さを有するとともに回転可能である支柱に取り付けられ、この支柱が
さらに家具の一部に取り付けられる。アームは、適正な作業位置に配置することが容易に
できるとともに使用していない場合は脇へそらすことができるように、ユーザの作業スペ
ース内外に回動しなければならない。高さ調整可能な支柱は、アームを回転させることが
できるように、支柱を所望の高さに適切な摩擦で係止させるクランプ継手を備える。従来
技術の支柱は、使用中に摩擦が一定のままでないという点で弱点を有する。クランプ継手
に摩耗が生じると、ジョイントが前後に枢動したときにクランプ継手が簡単に緩む。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、使用時により安定性がある改善された伸縮バーであって、摩擦が個々に容
易に調整されることができるため、係止させることができ、かつ、時間が経過しても設定
が保持される、伸縮バーが必要とされている。
【０００４】
　本発明はそのような支柱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　これは、本発明による伸縮支柱により達成される。本発明の範囲は添付の特許請求の範
囲内に示されている。具体的には、外側スリーブと、該外側スリーブの内側に位置する伸
縮スリーブと、外側スリーブに取り付けられ、伸縮スリーブの周りを把持し、かつ、外側
スリーブに対して選択された位置に伸縮スリーブがある場合に伸縮スリーブを外側スリー
ブに係止させるように設計されている、係止クリップ機構と、伸縮スリーブの内側に位置
し、伸縮スリーブに対して回転可能なシャフトとを備える、回転可能な伸縮支柱が提供さ
れる。それによって、長さ調節のための機能及び支柱を回転させる機能が分離され、互い
に影響を及ぼさないことが達成される。したがって、支柱は使用時により安定性がある。
使用中にクランプ機構が緩むことがなく、その一方で、回転特徴が連続シャフトにより非
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常に強いものとなる。
【０００６】
　ここで本発明の実施形態を添付の図面の参照によってより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ＰＣテーブルの図である。
【図２】本発明に係る伸縮支柱の斜視図である。
【図３】伸縮支柱の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、テーブルトップ１を備えるＰＣテーブルを示す。テーブルトップはスイベルジ
ョイント２に取り付けられており、このスイベルジョイント２がさらに上側アーム３に取
り付けられている。上側アームはスイベルアーム又は伸縮支柱４に取り付けられており、
このスイベルアーム又は伸縮支柱４がさらに下側アーム５及びクランプアタッチメント６
に取り付けられている。伸縮支柱４は長さを変えることができ、適切な摩擦で垂直軸回り
に回転することができる。
【０００９】
　伸縮支柱４は、下側アーム５に取り付けられている外側スリーブ７と、外側スリーブ７
の内側に位置するスイベル・クランプ機構とを備える。この内側の機構は、分解図として
図２に示されている。この機構は、上側アーム３に例えばねじを用いて取り付けられてい
るシャフト１０を含む。シャフト１０は伸縮スリーブ１１内に延びる。シャフトはスリー
ブに対して回転可能であり、シャフトとスリーブとの間の摩擦は、シャフト１０のスクリ
ューヘッド１３とスリーブの端との間に位置するばね座金１２によって決まる。
【００１０】
　伸縮スリーブ１１は、外管及び内管が同じハブ内に複数の長手方向ブリッジによって接
続されている二重壁断面の形態である。さらに、伸縮スリーブ１１には、外側スリーブ７
の内側の対応するカムに挟まる（intervene）ように設計されている複数の長手方向スロ
ット１５が設けられている。それによって、スリーブは互いに対して回転することができ
ない。このことは、回転運動が全てシャフト１０と伸縮スリーブ１１との間で生じるのに
対し、長手方向の伸縮運動は外側スリーブ７と伸縮スリーブ１１との間で生じることを意
味する。
【００１１】
　伸縮支柱は、外側スリーブ７内で締め付けられるように構成されている係止スリーブ１
６も備える。係止スリーブは、このため、外側スリーブ７内のリセス、スロット又は開口
に挟まるように設計されているノブを備える。係止スリーブ１６は、伸縮スリーブのトラ
ック１５に挟まるように設計されている複数のカム１７を内側に有し、また、外側にねじ
セクション１８と、係止ノブ１９とを含む。さらに、伸縮支柱が特定の長さで係止される
場合に伸縮スリーブ１１に対して係止スリーブ１６及びクランプ係止ノブ１９上で回され
るようになっている係止リング２０がある。図に示す他の細部として、回転運動のために
ベアリングとして働くエンドキャップ２１、２２、及びブシュ２３、２４、２５を挙げる
ことができる。
【００１２】
　図３は、外部ケーシング内に載置されるとともに外部ケーシングに係止される準備が整
っている装着状態の機構を示す。
【００１３】
　ＰＣテーブルのより単純な形態では、伸縮支柱をクランプアタッチメント６とテーブル
トップ１との間に直接配置してテーブルトップ１に取り付けることが考えられる。
【００１４】
　本発明に係る伸縮支柱はＰＣテーブルに適用されるものとして記載してきた。しかしな
がら、椅子の座部用の回転機構におけるような他の用途、又は家具産業以外の他の一般的
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【図１】

【図２】

【図３】
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